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１．環境方針 
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２．組織の概要 

（１）商号    株式会社 東環 

 

（２）代表者名  渡邊 忠隆 

 

（３）所在地  エコプラネット秋田（管理型・安定型処分場・リサイクル・中間処理） 

        〒010-0121 秋田県秋田市金足黒川１番地 

TEL.018-873-7301 FAX.018-873-7305 

E-mail :  jim1@tokan-eco.co.jp 

URL   : http://www.tokan-eco.jp 

 

エコプラネット井川（リサイクル・中間処理） 

        〒018-1525 秋田県南秋田郡井川町綱木沢１番地 

TEL.018-855-6551 FAX.018-855-6550 

         

 

（４）設立年月日 平成３年３月２７日 

 

（５）資本金   ３千万円 

 

（６）売上高   １,５５５百万円 

 

（７）従業者数  ２９名 

 

（８）事業概要  ・産業廃棄物収集運搬 

         ・特別管理産業廃棄物収集運搬 

         ・産業廃棄物最終処分 

         ・特別管理産業廃棄物最終処分（廃石綿） 

         ・産業廃棄物中間処理 

         ・再資源化製品製造・販売 

         ・汚染土壌処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 



（９）組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）エコアクション２１推進体制 
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機造センター 

処理センター 

処理センター･水処理 

事務センター 

システム管理センター 

環境方針の策定 

環境管理責任者の任命 

全体の評価と見直し 

経営における課題とチャンスを 

 整理し､明確にする 

システムの運用 

代表者への報告 

各部署間の問題調整 

開発･法務業務 

統括センター 

ＴＳＭＳ管理室 

環境管理責任者 

本間 雅仁 

代表者 

渡邊 忠隆 

研究･実験･水処理施設 

機械製造･車両メンテ 

埋立･中間処理･施設維持 

経理･一般事務･ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理 

業務システム保守･開発 

代表取締役社長

株式会社東環　組織体系図

エコプラネット秋田・エコプラネット井川

統括ｾﾝﾀｰ

環境管理事務局
環境管理責任者

ＴＳＭＳ管理室

経営企画

業務ｼｽﾃﾑ
保守・管理

経理業務
一般事務

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理

研究・実験
水処理施設

埋立業務
中間処理

施設維持管理

機械製造
車両メンテ

機造ｾﾝﾀｰ 処理ｾﾝﾀｰ 処理ｾﾝﾀｰ・水処理 事務ｾﾝﾀｰ ｼｽﾃﾑ管理ｾﾝﾀｰ



（１１）保有施設  

施設の種類 設置場所 能力 

安定型最終処分場 エコプラネット秋田 32,148m2 

327,030m3 (残容量 9%) 

管理型最終処分場 エコプラネット秋田 95,228 m2 

2,004,000 m3 (残容量 7.4%) 

破砕施設 エコプラネット秋田 廃プラ  90ｔ/日 

木くず  60ｔ/日 

金属くず 60ｔ/日 

がれき類 60ｔ/日 

破砕施設 エコプラネット井川 廃プラ  28.5ｔ/日 

木くず  38ｔ/日 

 

（１２）保有車両 

車両名 保有台数 所属部署 

油圧ショベル 320 5 処理センター 

油圧ショベル 311 3 処理センター 

油圧ショベル 040 1 処理センター 

ホイールローダー910 3 処理センター 

ホイールローダー901 1 処理センター 

ブルドーザー  D85 2 処理センター 

ディーゼルフォークリフト 2 機造センター 

電動フォークリフト 4 処理センター 

クローラーキャリア 1 処理センター 

クローラークレーン 1 処理センター 

4ｔユニック 1 機造センター 

クレーン車 1 機造センター 

ロータリ除雪車 1 機造センター 
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（１３）産業廃棄物処理実績 

産業廃棄物処理

施設の種類 
2020 年度 2021 年度 2022 年度 

安定型最終処分場 

種類 年間処理量 種類 年間処理量 種類 年間処理量 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.0ｔ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.0ｔ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.0ｔ 

ゴムくず 0.0ｔ ゴムくず 0.0ｔ ゴムくず 0.0ｔ 

金属くず 0.0ｔ 金属くず 0.0ｔ 金属くず 0.0ｔ 

ｶﾞﾗｽ・陶器くず 0.0ｔ ｶﾞﾗｽ・陶器くず 0.0ｔ ｶﾞﾗｽ・陶器くず 0.0ｔ 

がれき類 0.0ｔ がれき類 0.0ｔ がれき類 0.0ｔ 

合計  0.0ｔ  0.0ｔ  0.0ｔ 

 

産業廃棄物処理

施設の種類 
2020 年度 2021 年度 2022 年度 

管理型最終処分場 

種類 年間処理量 種類 年間処理量 種類 年間処理量 

燃え殻 10,291.0t 燃え殻 13,634.6t 燃え殻 13,586.1t 

汚泥 10,894.9t 汚泥 4,085.1t 汚泥 10,021.5t 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 2,210.3t 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 2,913.7t 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 4,070.2t 

紙くず 623.8t 紙くず 479.0t 紙くず 309.2t 

木くず 1,331.3t 木くず 776.5t 木くず 372.4t 

繊維くず 91.4t 繊維くず 489.8t 繊維くず 135.0t 

動植物性残渣 6.2t 動植物性残渣 6.4t 動植物性残渣 5.8t 

ゴムくず 0.0t ゴムくず 0.0t ゴムくず 0.4t 

金属くず 459.0t 金属くず 356.7t 金属くず 92.6t 

ｶﾞﾗｽ・陶器くず 1,351.0t ｶﾞﾗｽ・陶器くず 622.8t ｶﾞﾗｽ・陶器くず 1,284.6t 

鉱さい 1,196.2t 鉱さい 1,174.3t 鉱さい 830.7t 

がれき類 1,294.4t がれき類 475.3t がれき類 325.8t 

ばいじん 1,088.7t ばいじん 1,616.1t ばいじん 1,240.8t 

13 号廃棄物 248.6t 13 号廃棄物 360.7t 13 号廃棄物 275.3t 

廃石綿 0.0t 廃石綿 2.7t 廃石綿 8.3t 

合計  31,087.1t  26,993.7t  32,558.7t 

 

中間処理の方法 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

破砕 

種類 年間処理量 種類 年間処理量 種類 年間処理量 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 19,526.3t 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 18,352.3t 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 18,044.5t 

紙くず 430.8t 紙くず 425.9t 紙くず 320.8t 

木くず 3,259.9t 

 

木くず 2,799.9t 

 

木くず 2,137.0t 

 繊維くず 8.1t 繊維くず 6.2t 繊維くず 4.0t 

ゴムくず 2.2t ゴムくず 3.9t ゴムくず 10.5t 

金属くず 111.8t 金属くず 110.2t 金属くず 163.7t 

ｶﾞﾗｽ・陶器くず 258.9t ｶﾞﾗｽ・陶器くず 275.3t ｶﾞﾗｽ・陶器くず 252.3t 

がれき類 414.0t がれき類 1,654.2t がれき類 1,969.3t 

合計  24,012.0t  23,627.9t  22,902.1t 
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（１４）廃棄物処理料金 

廃棄物種類 価格 

建設廃材（がれき類）  5,000 円 

金属くず、ガラス・陶磁器くず 8,100 円 

木くず 20,000～30,000 円 

紙くず、繊維くず 30,000 円 

廃プラ、ゴムくず 25,000～30,000 円 

発泡スチロール 101,000 円 

石膏ボード 36,000 円 

汚泥 15,000～20,000 円 

焼却灰 20,000～25,000 円 

 

※上記の金額はｔ当りの目安価格（消費税別途）です。 

 性状・形状・搬入量・含有物質等により価格が変動します。 

 

（１５）許可取得状況 

 許可行政 許可番号 許可年月日 有効期限 備考 

処 

分 

秋田市 8640041278 令和 3 年 8 月 24 日 令和 10 年 7 月 14 日 

安定型 

管理型 

破砕施設 

秋田県 00524041278 平成 31 年 3 月 31 日 令和 8 年 3 月 30 日 破砕施設 

 

 許可行政 許可番号 許可年月日 有効期限 備考 

収

集

運

搬 

秋田県 0504041278 令和 2 年 9 月 23 日 令和 7 年 9 月 22 日 ※注１ 

秋田県 0554041278 令和 2 年 9 月 23 日 令和 7 年 9 月 22 日 廃石綿 

  ※注１：取り扱う産業廃棄物の種類 ア 燃え殻、イ 汚泥、ウ 廃プラスチック類、 

エ 紙くず、オ 木くず、カ 繊維くず、キ 動植物性残渣、ク ゴムくず 

ケ 金属くず、コ ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器くず、サ 鉱さい、 

シ がれき類、ス ばいじん、セ １３号廃棄物 以上１４品目 
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（１６）産業廃棄物の処理工程図 

■安定型最終処分場 許可番号：秋田市 8640041278 

 

■管理型処分場   許可番号：秋田市 8640041278 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中間処理施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排出事業者 

自社中間処理施設 

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 

がれき類 

廃プラスチック類 

ゴムくず 

金属くず 

計量 展開検査 
自社 

安定型処分場埋立 

排出事業者 計量 選別 

自社 

最終処分場埋立 

破砕 

自社 

場内利用 

販売 

廃プラスチック

類 

 

木くず 

 

 

紙くず 

 

 

 

金属くず 

 

 

 

 

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 

 

 

 

 

 

がれき類 

 

 

 

 

ゴムくず 

 

 

 

繊維くず 
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排出事業者 

自社中間処理施設 

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 

がれき類 

廃プラスチック類 

ゴムくず 

金属くず 

燃え殻 

汚泥 

紙くず 

木くず 

繊維くず 

鉱さい 

ばいじん 

動植物性残さ 

計量 展開検査 
自社 

管理型処分場埋立 



３．対象範囲 

（１）取組の対象範囲   

 株式会社 東環 エコプラネット秋田 （中間処理・最終処分） 

エコプラネット井川（中間処理） 

 

（２）活動 

 産業廃棄物の中間処理、最終処分、再資源化製品製造･出荷(木類は破砕後に燃料と 

して販売) 

  

（３）アクセスマップ 
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４．環境活動計画 

No. 環境目標 実施事項 

1 
電力による二酸化炭素削減

処分場使用量の削減 

① 脱臭装置の効率利用 

② 空調温度の適正化 

③ 不要証明の消灯 

2 
電力による二酸化炭素削減 

 水処理施設使用量の削減 

① オゾン脱臭装置の効率運転 

② 曝気ブロワの効率運転 

③ 水回りの効率運転 

3 
重機･車両燃料による 

 二酸化炭素削減 

① 荷卸し場、埋立場を効率良く設計する 

② 重機･車両のメンテナンス 

③ アイドリングストップ 

4 水資源使用量の削減 ① 薬品希釈水の削減 

② 節水の呼びかけ 

5 脱臭装置 

薬品使用量の削減 

①硫化水素発生量に伴う､適正使用量の確認をおこなう。 

② 代替物質の検討 

6 水処理施設 

薬品使用量の削減 

① 浸出水増加に伴う操業技術の確立 

② 薬品適正使用量を見極める。 

7 地域貢献 
① 外清掃の実施（年 4回） 

② クリーンアップ活動への参加（年 2回） 

8 課題解決 

① 感染症対策 

② 有給休暇消化の取組み 

③ 業務に必要な資格取得 
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５．環境目標と実績 

（１）環境目標 

取組み 
環境目標 

目標内容 基準値(2021 年度) 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

1.電力使用量の

削減 

処分場使用量の削減 

(ＣＯ２換算値) 
86,899 kg-CO2 

2％削減 

85,161 

4％削減 

83,423 

6％削減 

81,684 

2.電力使用量の 

 削減 

水処理使用量の削減 

(ＣＯ２換算値) 
369,807 kg-CO2 

2％削減 

362,411 

4％削減 

355,014 

6％削減 

347,618 

3.燃料使用量の

削減 

ガソリン+軽油使用量の 

削減(ＣＯ２換算値) 
380,140 kg-CO2 

2％削減 

372,537 

4％削減 

364,934 

6％削減 

357,331 

4.水資源使用量

の削減 

水道水使用量の削減 
1,566 m3 

2％削減 

1,535 

4％削減 

1,503 

6％削減 

1,472 

5.化学物質 

 使用量の削減 

処分場使用(臭気対策) 

 使用量削減 
24,192 kg 

2％削減 

23,706 

4％削減 

23,224 

6％削減 

22,740 

6.化学物質 

 使用量の削減 

水処理使用(水質対策) 

使用量削減 
207,538 kg 

2％削減 

203,388 

4％削減 

199,237 

6％削減 

195,086 

7.地域貢献 場外清掃活動（年 4 回） 100％実施 100％ 100％ 100％ 

※ 燃料使用量 （灯油・Ａ重油・ガソリン・軽油使用量の総計） 

 

（２）実績  2022年度（2022年 4月～2023年 3月）前基準年比 

取組み 環境目標 
前期実績 2022 年度 目標と実績 

評価 
2021 年度 目標値 実績値 

1.電力使用量の削減 2％削減 86,899 kg-CO2 85,161 kg-CO2 92,827 kg-CO2 × 

2.電力使用量の削減 2％削減 369,807 kg-CO2 362,411 kg-CO2 364,039 kg-CO2 △ 

3.燃料の削減 2％削減 380,140 kg-CO2 372,537 kg-CO2 315,395 kg-CO2 ○ 

4.水道水の削減 2％削減 1,566 m3 1,535 m3 1,425 m3 ○ 

5.化学物質削減(臭気) 2％削減 24,192 kg 23,708 kg 26,523 kg × 

6.化学物質削減(水質) 2％削減 207,538 kg 203,388 kg 363,589 kg × 

7.地域貢献 100％実施 100％実施 100%実施 100％実施 ○ 

※ ○：目標達成(目標値､前期実績 両方達成) △：要改善(目標値､前期実績 どちらか達成)  

 ×：不適合(目標値､前期実績 両方未達成)  

※ 二酸化炭素排出係数：0.457kg-CO2/kwh (令和 3年度実績 東北電力 調整後排出係数) 
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６．環境活動 取組結果の評価 

2022 年度の管理型処分場は埋立量が増加した結果、処分場外周付近への埋立を完了させて

キャッピングも一段落となった。さらに処分場の嵩上げ申請を行い容量の増加をおこなった。 

今期は処分場の安定化に向けて臭気ガスの増加、浸出水の品質悪化が予想されるため、管

理レベル・技術の向上に注力した。具体的には脱臭装置の運転強化と水処理の管理技術の向

上です。その結果、限られる設備で処理を行うため電力量や薬品量が増加した。 

 

1.電力使用量の削減(処分場) 評価：× 

実施事項 取組結果の評価 次年度の取組 

脱臭装置運転状況の 

変更 

今年の取組結果は「×」で 109％となった。 

処理センターでの主な電力用途は管理型処分場の脱臭装置

(外周 25 基、本管 8 基)です。さらに冬期間には薬液凍結防

止用のヒーターが追加される。また 事務所では冷暖房用の

エアコン(合計 9 台)となる。 

処理センターでは、昨年に脱臭装置の運転を臭気ガスの発

生確認後におこなうよう変更した。今期は臭気ガス発生の

可能性が増加すると考え、脱臭装置を常時運転に変更した。

そのため電力使用量の削減が未達となった。 

処分場の残存率が 10％以下となり管理する廃棄物量が増

えている。廃棄物が安定化するためには臭気ガスの発生が

伴うため、今後も臭気ガスの発生が増えると予想されるた

め、万全の臭気対策を取りながらも効率化ができないかを

考えていく。 

新たな削減ニューの抽出 

 

2.電力使用量の削減(水処理) 評価：△ 

実施事項 取組結果の評価 次年度の取組 

・オゾン脱臭装置の 

効率運転 

・曝気ブロワの効率 

運転 

今年の取組結果は「△」で 100％となった。 

水処理での主な電力用途は曝気ブロワとオゾン発生装置で

す。曝気ブロワは浸出水の生物処理に重要な酸素を供給す

る装置で、浸出水量や水質の変化により必要台数を運転す

る。またオゾン発生装置は主に色度の低下を目的として運

転している。 

本来なら浸出水の水質悪化に伴いブロワの運転増となった

が、薬品の効率添加により運転増を抑えることができた。 

 

処分場内の廃棄物の増加

に伴い、現状以上に浸出

水の水質悪化･水量増加

が予想される。現在は薬

剤で効率化が図れている

が必要に応じてブロア運

転増も対応していく。 
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3. 燃料使用量の削減 評価：〇 

実施事項 取組結果の評価 次年度の取組 

・管理型処分場内の 

荷下ろし場と埋立場 

の位置関係を見直し 

て軽油使用量を削減 

する。 

・ガソリン使用量の 

削減 

今年の取組結果は「〇」で 85％となった。 

燃料使用は主に重機の燃料用途となる。重機の稼働は搬入

される廃棄物の移動・埋立を目的とする。重機は搬入され

る廃棄物の移動・埋立をおこなう。 

処分場の残存率減少に伴い、埋立ても局地的となり移動距

離を少なくするように取り組んでいる。今期はその効果が

出ていると考える。 

今後は処分場の投棄場を

嵩上げしていく予定であ

る。そのため燃料の使用

が増加する可能性があ

る。効率的に運用できる

よう考えながら進める。 

 

4.水資源使用量の削減 評価：〇 

実施事項 取組結果の評価 次年度の取組 

薬品希釈水の削減 今年の取組結果は「〇」で 93％となった。 

水道水は主に脱臭装置で使用する薬品の希釈に使用してい

る。今期も希釈濃度を高くすることで、使用する希釈水量

の削減をおこなった。 

 

濃度を高くするとポンプ

や配管にかかる負荷が増

えるため、更なる希釈水

の削減は機材の保全状況

を確認しながら進めてい

く。 

 

5.脱臭装置 薬品使用量の削減  評価：× 

実施事項 取組結果の評価 次年度の取組 

薬品量の削減 今年の取組結果は「×」で 112％となった。 

脱臭装置は近隣住民に甚大な被害を与える臭気を拡散させ

ないための重要な装置である。 

薬品の使用は臭気の発生に比例して増加するため、今後は

増加が予想される。絶対に臭気を漏らさないように管理を

継続しながら効率化に取組む。 

臭気発生の増加が予想さ

れる。管理を継続する中

で、効率化ができないか

を考えていく。 

 

6.水処理施設 薬品使用量の削減 評価：×                 

実施事項 取組結果の評価 次年度の取組 

薬品量の削減 今年の取組結果は「×」で 175％となった。 

水処理では浸出水の処理方法改善のために薬品添加を行っ

ている。特に曝気槽の硝化反応改善のために 21 年度から苛

性ソーダの手動添加を行った。22 年 5 月からは曝気槽ｐH

制御による自動添加設備の導入を行い、操業の安定化が図

れた。 

今後も水質の悪化が予想

され、薬品の使用は増加

すると考える。処理水の

品質を維持しながら管理

技術の向上に取組み、薬

品の効率的な添加方法に

ついても考えていく。 
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7.地域貢献 評価：〇 

実施事項 取組結果の評価 次年度の取組 

場外清掃の実施 計画・実施できた 計画的に実施 

クリーンアップ活動へ

の参加 

コロナにより未実施 再開時に参加 
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７．環境関連法規の違反・訴訟などの有無 

（１）環境関連法規等の遵守状況 

法規・条例・規制 遵守状況 評価 

廃棄物処理法 

①廃棄物の収集運搬、処分業の許可 ○ 

②産業廃棄物処理責任者の配置 ○ 

③廃棄物の飛散、流出、悪臭のないこと ○ 

④廃棄物保管場所の掲示板（掲示板：６０㎝×６０㎝の大きさ） ○ 

⑤収集運搬・処分業者との契約 ○ 

⑥マニフェストの発行、回収、保管、報告（毎年 6月末） ○ 

⑦排出水の自主測定、報告、記録保存 ○ 

⑧特別管理産業廃棄物処理責任者の配置 ○ 

⑨生活環境影響評価（ミニアセス）の実施（騒音、振動他） ○ 

⑩秋田市への処理実績の報告 ○ 

水質汚濁防止法 

①特定施設の設置届出、変更届出 ○ 

②排水基準の遵守 ○ 

③排出水の自主測定、報告、記録保存 ○ 

浄化槽法 
①定期的保守点検・清掃の実施 ○ 

②検査機関の定期的水質検査の受検 ○ 

消防法 

①危険物貯蔵所の 設置許可 ○ 

②少量危険物貯蔵所の設置届出と変更届出 ○ 

③標識、掲示板の設置 ○ 

④貯油槽漏洩防止（防油堤等） ○ 

⑤指定可燃物貯蔵・取扱いの届出 ○ 

省エネ法 ①エネルギー使用量（原油換算値）の把握 ○ 

森林法 ①林地開発許可 ○ 

生物多様性基本法 ①生物の多様性の保全及び持続可能な利用 ○ 

環境影響評価法 ①検査機関の定期測定（騒音・振動・臭気） ○ 

フロン排出抑制法 
①フロン含有機器の受入れ禁止 ○ 

②簡易点検､定期点検の実施 ○ 

 

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はなかった。 

 また、過去３年以内に地域住民からのクレームもなかった。 

 

 

 

 

 

 

 



８．代表者の総括 

 

 当社は最終処分場業務の継続を目的に、次期処分場の開設に向かう業務を進めている。現

行の処分場については嵩上げでの埋立てを進めており、円滑に次期処分場に業務移行ができ

ることを目的としている。 

 処分場の埋立が進むことで、無害化に伴う臭気や浸出水の発生量も増加している。そのよ

うな状況でも臭気や規格外の処理水の社外漏洩を防ぐために、管理体制や処理技術の蓄積に

今期は注力した。そのため電気量や薬品量は増加したが、外部からのクレーム(臭気)発生や

処理水の分析値には問題が無く処理技術の蓄積は進んでいると考える。来期以降も埋立は進

むため更にコスト増加が予想される。しかし社外への漏洩防止を最優先に考えて、処理技術

の蓄積は埋立終了まで続ける必要があると考える。同様に効率化の推進については最終埋立

てが終了しピークを過ぎた後になる可能性もある。 

 別途、燃料や水の使用など意志を持って取り組んだ項目に対して実績が出ているため、評

価したいと考える。 

 来年度も無事故無災害を最優先として業務改善を進めていく。 

 

 

以 上 
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